
 

 

第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2024 年 11 月 1 日 

事業者情報 

事業者名 特定非営利活動法人ジェンダー平等Ｌａｂｏｔａ 

代表者 職・氏名 
職名 理事長 

氏名 岡 智子 

ホームページ URL（任意） https://g-labota.com/ 

事業者ロゴ（任意）  

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」の指定管理者として、ジェンダー平等実
現に向けての推進事業を実施、自主事業では区内の様々な団体や機関と連携し、ＳＤＧｓ
の前文にもある「ジェンダー平等と女性と女児のエンパワメント」の実現に貢献している。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

〇    〇  

      

   〇   

     

 

      

 



 

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

５ 

平成１６年より大田区立男女平等

推進センターの指定管理を通し

て、地域にジェンダー平等を根付

かせるための啓発活動を行ってい

ます。 

講座・講演会などの学習と、図書や

資料の展示、ＨＰやＳＮＳなどの

情報発信を行っています。 

ジェンダー平等が身近な問題であ

り重要な課題であることを啓発す

るため、若年層や事業者へ出前事

業を進めます。 

１ 

５ 

平成２８年に、主に女性のための

創業支援施設「パシオン TOKYO」

を開設し、事務所の提供、起業相

談、起業塾等を通じて女性の起業

を支援しています。 

創業支援のみならず、シングルマ

ザーとその子どものための居場所

としての活用を進めます。 

１０ 

多様性を尊重し、性別や年齢、国

籍、生活状況などによるマイノリ

ティに関する講座などの啓発活動

と、当事者と支援者のための居場

所づくりを行っています。 

啓発活動を継続しつつ、当事者と

支援者が安心して集う場づくりを

進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


